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(添付書類) 

事 業 報 告 
    

(平成19年４月１日から平成20年３月31日まで) 
 

１．会社の現況に関する事項 
 (１）事業の経過および成果 

当期における日本経済は、高い経済成長を維持しているアジアなど新興国向けへの

輸出が景気の回復を牽引してきました。しかしながら、サブプライムローン問題によ

る米国の景気減速や、原油・資源価格の高騰と円高・ドル安による企業収益の悪化等

で、企業の景況感は大きく悪化しております。日経平均株価の昨年夏場以降の下落や、

ガソリン・食料品の値上げによる消費者物価の上昇で消費者心理も悪化、景気回復の

もうひとつの牽引役であった企業の設備投資も非製造業を中心に拡大基調が崩れだし

てきています。 

このような状況のもと、当社の当期の受注高は6,206百万円と前年同期比1,299百万

円の減（△17.3％）となりました。内訳は圧縮機部門が5,189百万円で前年同期比252

百万円の減（△4.6％)、繊維機械他部門が1,017百万円で前年同期比1,046百万円の減 

(△50.7％）となりました。圧縮機部門においてはエコ・ステーション建設の鈍化によ

り天然ガス自動車用ガス充填圧縮機の受注が伸び悩んだものの、石油化学プラント用

圧縮機およびペットボトル成形用圧縮機の受注は堅調に推移しました。また繊維機械

他部門では中国向けのグラスファイバー用撚糸機の受注が前年大幅に増加した反動も

あり前年同期比50.7％の減少となったものの市場環境は依然堅調であります。 

当期末受注残高は2,028百万円で前年同期末比1,610百万円の減（△44.3％）となり

ました。内訳は圧縮機部門が1,705百万円で前年同期末比379百万円の減（△18.2％)、

繊維機械他部門が323百万円で前年同期末比1,230百万円の減（△79.2％）となりまし

た。 

売上高は7,817百万円で前年同期比2,576百万円の増（＋49.2％）となりました。内

訳は圧縮機部門が5,569百万円と前年同期比1,063百万円の増（＋23.6％)、繊維機械他

部門は2,248百万円で前年同期比1,512百万円の増（＋205.7％）となりました。圧縮機

部門では石油化学プラント向け圧縮機が前年同期比200％増の1,287百万円と大幅に売

上を伸ばしたことが寄与、また繊維機械他部門では中国向けグラスファイバー用撚糸

機の輸出が大幅に増加したことが寄与しました。 

利益面では営業利益が516百万円で前年同期比101百万円の増、経常利益は529百万円

で前年同期比107百万円の増、当期純利益は306百万円で前年同期比61百万円の増とな

りました。 

 

 (２）設備投資の状況 

当期中に実施した設備投資の総額は14百万円です。 

 



〆≠●0 
01_0114501102006.doc 
㈱加地テック様 招集 2008/05/30 11:47印刷 2/9 

 

― 3 ― 

 (３）資金調達の状況 

特に記載すべき事項はありません。 

 

 (４）事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況 

特に記載すべき事項はありません。 

 

 (５）他の会社の事業の譲受けの状況 

特に記載すべき事項はありません。 

 

 (６）吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の継承の状況 

特に記載すべき事項はありません。 

 

 (７）他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況 

特に記載すべき事項はありません。 

 

 (８）対処すべき課題 

日本の企業を取り巻く経済環境は、中国の力強い需要を背景とした鋼材・非鉄金属

価格の高騰、円高の進展に伴う輸出の伸びの鈍化、企業の設備投資の減速懸念等、

諸々の不透明要因があります。このような経済環境のもと、当社は原材料の調達方法

の改善・見直しや、さらなる生産効率の向上を図り、安定した収益力を維持できるよ

う努めてまいります。また、水素ガス・天然ガス等の可燃性ガスの超高圧圧縮機や、

塩化水素等特殊ガスの圧縮機、環境関連機器等への研究開発・販売拡大に一層の経営

資源を注いでまいります。 

 

 (９）財産および損益の状況の推移 

(単位：百万円) 

区   分 
第72期 
(平成16年度)

第73期 
(平成17年度)

第74期 
(平成18年度)

第75期(当期) 
(平成19年度) 

受 注 高 6,580 5,919 7,506 6,206 

売 上 高 6,420 6,348 5,241 7,817 

経 常 利 益 407 408 422 529 

当 期 純 利 益 247 256 245 306 

１株当たり当期純利益 14.6円 15.1円 14.5円 18.1円 

総 資 産 7,396 6,966 7,216 7,891 

純 資 産 4,045 4,238 4,367 4,565 
 
(注) 1. １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数（自己株式控除後）により算

出しております。 
2. 第74期から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」(企業会計基準第
５号）および「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針｣ 
(企業会計基準適用指針第８号）を適用しております。 
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 (10）主要な事業内容(平成20年３月31日現在) 
 

区   分 主 要 製 品 

圧縮機事業 

水冷・空冷式圧縮機 

給油・オイルフリー・オイルレスタイプ圧縮機 

石油化学・産業ガス用圧縮機 

電力・試験・一般産業用圧縮機 

ペットボトル成形用圧縮機 

天然ガス自動車燃料充填用圧縮機 

燃料電池自動車燃料充填用圧縮機 

各種ガス回収精製装置 

繊維機械事業 

タイヤコード用撚糸機 

グラスファイバー用撚糸機 

産業資材用撚糸機 

鋳造品事業 各種産業機械部品 

 

 (11）主要な事業所および工場(平成20年３月31日現在) 
 

名   称 所   在   地 

本 社 ・ 工 場 大阪府堺市美原区 

東 京 支 社 東京都新宿区 

大 阪 支 店 大阪市中央区 

 

 (12）従業員の状況(平成20年３月31日現在) 
 

従 業 員 数 前期末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数 

174名 △８名 44.4歳 18.9年 

 

 (13）重要な親会社および子会社の状況 

該当事項はありません。 
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 (14）主要な借入先の状況(平成20年３月31日現在) 
 

借  入  先 借 入 金 残 高 

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 120百万円 

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 50 

株 式 会 社 近 畿 大 阪 銀 行 15 

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 10 

み ず ほ 信 託 銀 行 株 式 会 社 7 

 

 (15）剰余金の配当等の決定に関する方針 

当社は、長期的視野に立った経営基盤と財務体質の強化に努めるとともに、株主各

位に安定配当することを基本とし、新たな成長につながる研究開発、設備投資などに

内部留保金を有効に活用してまいります。なお、当社では、定款の定めにより、剰余

金の配当等を取締役会で決議することといたしております。 

 

２．株式に関する事項(平成20年３月31日現在) 
 (１）発行可能株式総数 36,000,000株 

  

 (２）発行済株式の総数 16,937,392株（自己株式242,608株を除く) 

  

 (３）株主数 2,490名 

  

 (４）単元株式数 1,000株 

 

 (５）大株主の状況 
 

株   主   名 持 株 数 

丸 紅 株 式 会 社 6,330千株 

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 508 

株 式 会 社 神 戸 製 鋼 所 500 

加 地 取 引 先 持 株 会 440 

み ず ほ 信 託 銀 行 株 式 会 社 303 

株 式 会 社 三 菱 東 京 U F J 銀 行 200 

株 式 会 社 近 畿 大 阪 銀 行 200 

東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 株 式 会 社 183 

松 原 佐 多 子 176 

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 172 
 
(注) 当社は、自己株式242,608株を保有しておりますが、上記大株主からは除いておりま
す。 
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３．会社の新株予約権等に関する事項(平成20年３月31日現在) 
   該当事項はありません。 

 
４．会社役員に関する事項 
 (１）取締役および監査役の状況(平成20年３月31日現在) 
 
氏     名 地     位 担当、他の法人等の代表状況および重要な兼職状況 

小 林 士 郎 代表取締役社長  

山 末   三 常 務 取 締 役 第一生産部部長兼第二生産部部長兼技術部担当役員 

小 野 俊 一 常 務 取 締 役 東京支社長兼大阪支店・繊維機械室担当役員 

石 野   開 取 締 役 サービス部部長兼サービスセンター担当役員 

横 浜 淳 司 取 締 役 総務部部長兼財経部部長 

伊 藤 芳 輝 取 締 役 技術部部長 

岩 澤 勇 三 取 締 役 東京支社営業部部長 

佐 野 靖 宏 社 外 取 締 役 丸紅㈱プラント・インフラ・船舶総括部部長 

蔵 元 正 隆 社 外 取 締 役 丸紅㈱資源・エネルギープラント第一部部長 

安 本 郁 夫 常 勤 監 査 役  

藤 原 一 雄 監 査 役  

新 井 光 司 社 外 監 査 役 丸紅㈱プラント・インフラ・船舶経理部部長 

上 野 正 夫 社 外 監 査 役 丸紅㈱資源・エネルギープラント第一部副部長 
 
(注) １．取締役のうち佐野靖宏氏、蔵元正隆氏の両氏は、会社法第２条第15号に定める社

外取締役であります。 
２．監査役のうち新井光司氏、上野正夫氏の両氏は、会社法第２条第16号に定める社
外監査役であります。 

３．監査役新井光司氏は丸紅株式会社の営業部門経理部に相当程度在籍し、財務およ
び会計に関する知見を有するものであります。 

４．当期中の取締役および監査役の異動 
  平成19年６月27日付にて取締役 樋口有三氏、渡辺伸也氏、監査役 伊藤 明氏
は退任いたしました。 

  平成20年３月31日付にて社外取締役 佐野靖宏氏は退任いたしました。 

 

 (２）取締役及び監査役の報酬等の額 

   取締役  ９名 61,690千円 (うち社外取締役２名 ０円) 

   監査役  ４名 17,760千円 (うち社外監査役２名 ０円) 
 
(注) １．上記の支給額には、使用人兼務役員の使用人給与（賞与含む）32,100千円は含ま

れておりません。 
２．上記の支給額には、役員退職引当金繰入額13,480千円を含んでおります。 
３．取締役の報酬限度額は、平成３年６月27日開催の第58回定時株主総会決議におい
て年額130百万円以内と決議いただいております。なお、個別の報酬額については
役員報酬規定に基づき決定しております。 

４．監査役の報酬限度額は、平成３年６月27日開催の第58回定時株主総会決議におい
て年額25百万円以内と決議いただいております。なお、個別の報酬額については
役員報酬規定に基づき決定しております。 

５．上記のほか、平成19年６月27日開催の第74回定時株主総会決議に基づき、退職慰
労金15,648千円を支給しております。 
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 (３）社外役員に関する事項 

  ① 他の会社の業務執行取締役、社外役員等の兼任状況 

     社外取締役の兼任の状況 
 
氏     名 兼任先および兼任内容 

佐 野 靖 宏 
丸紅プロテックス㈱社外取締役 
丸紅テクマテックス㈱社外取締役 

蔵 元 正 隆 丸紅プロテックス㈱社外取締役 

 

     社外監査役の兼任の状況 
 
氏     名 兼任先および兼任内容 

新 井 光 司 
紅洋海運㈱社外監査役 

丸紅テクマテックス㈱社外監査役 

上 野 正 夫 ――― 

 

  ② 当事業年度における主な活動状況 
 
氏     名 地     位 主 な 活 動 状 況 

佐 野 靖 宏 社 外 取 締 役

取締役会15回開催のうち８回出席し、丸紅株式会社の

財務部門における豊富な知識・経験をもとに、取締役

会の意思決定において適切な助言・提言を行なってお

ります。 

蔵 元 正 隆 社 外 取 締 役

取締役会11回開催のうち４回出席し、丸紅株式会社の

プラント部門の営業における豊富な知識・経験をもと

に、取締役会の意思決定において適切な助言・提言を

行なっております。 

新 井 光 司 社 外 監 査 役

取締役会15回開催のうち９回出席、監査役会８回開催

のうち８回出席し、丸紅株式会社の部門経理部におけ

る豊富な知識・経験をもとに、必要に応じ発言を行な

っております。 

上 野 正 夫 社 外 監 査 役

取締役会11回開催のうち５回出席、監査役会５回開催

のうち４回出席し、丸紅株式会社のプラント部門の営

業における豊富な知識・経験をもとに、必要に応じ発

言を行なっております。 
 
(注) 取締役蔵元正隆氏および監査役上野正夫氏の両氏は平成19年６月27日開催の第74回定
時株主総会決議に基づき新たに就任しているため、事業年度内開催回数が少なくなっ
ております。 

   なお、当事業年度内取締役会開催回数は15回、当事業年度内監査役会開催回数は８回
であります。 
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５．会計監査人の状況 
 (１）会計監査人の名称 

あずさ監査法人 
 

 (２）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 
公認会計士法第２条第１項の監査業務の報酬 12,500千円
(注) 当社と会計監査人との間の監査契約においては、会社法上の監査に対する報酬の額

と金融商品取引法上の監査に対する報酬の額を区分しておらず、実質的にも区分で

きないことから、上記の公認会計士法第２条第１項の監査業務の報酬はこれらの合

計額を記載しております。 

 
 (３）非監査業務の内容 
該当事項はありません。 

 
 (４）子会社の監査に関する事項 
該当事項はありません。 

 
 (５）責任限定契約の内容の概要 
当社は、会社法第427条第１項の規定により、会計監査人との間に、同法第423条第
１項の責任を限定する契約を締結しております。なお、当該契約に基づく賠償責任の
限度額は、50百万円と法令が規定する額のいずれか高い額となります。 

 
 (６）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針 
当社は、会社法第340条に定める監査役会による会計監査人の解任のほか、原則とし
て、会計監査人が職務を適切に遂行することが困難と認められる場合には、監査役会
の同意又は請求により、会計監査人の解任又は不再任に関する議題を株主総会に提案
いたします。 

 

６．会社の体制および方針 
   平成18年５月26日開催の取締役会において、内部統制システム構築の基本方針につい
て下記のとおり決議しております。 

 (１）取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための
体制 

   1) コーポレート・ガバナンス 
   ① 取締役及び取締役会 

取締役会は、法令・定款等に則り、経営の重要事項を決定し、取締役の業務執
行を監督する。取締役は、取締役会が決定する業務担当に基づき、法令・定款等
に則り、業務を執行し、３ヶ月に一度以上業務執行状況を取締役会に報告する。
また経営責任を明確にするとともに経営環境の変化に対応して最適な経営体制を
機動的に構築するため、取締役の任期を一年とする。 
当社は、コーポレート・ガバナンスの実効性を確保するため、社外取締役を選
任する。 

   ② 監査役及び監査役会 
監査役は、法令の定める権限を行使するとともに、会計監査人と連携して「監
査役会規則」および「監査役監査基準」に則り、取締役の職務執行の適正性につ
いて監査を実施する。 



〆≠●0 
01_0114501102006.doc 
㈱加地テック様 招集 2008/05/30 11:47印刷 8/9 

 

― 9 ― 

   2) コンプライアンス 

当社は、取締役及び社員がコンプライアンスに則った企業活動を実践するため、

コンプライアンスマニュアルを定め、その目的達成のため諸施策を講ずる。 

コンプライアンス上問題のある行為を知った場合に備え、報告・相談窓口として

内部通報制度を構築する。 

 

 (２）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

   1) 情報の保存および管理 

当社は、取締役及び社員の職務の執行に係わる情報の保存及び管理に関し、文書

管理規程を整備し、保存対象文書、保存期間、文書管理責任者を定める。 

   2) 情報の閲覧 

取締役及び監査役は、常時、これらの保存文書等を閲覧できるものとする。 

 

 (３）損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

   1) 職務権限の原則 

取締役および各職位にある社員は取締役会決議及び職務権限規定に基づき、その

職務の遂行に必要な権限を付与されるとともに、その範囲内で職務の執行に伴うリ

スクを管理し、結果について責任を負う。 

   2) 決裁制度 

各部・課の長がその分掌業務の執行にあたり職務権限規定および決裁規程に基づ

き決裁取得を必要とする事項については、個別に申請のうえ決裁を取得する。また

必要に応じ経過報告を行い、完了後は完了報告を行う。 

   3) 危機管理 

自然災害など重大事態発生に対処するため、地震・台風・火災等災害対策マニュ

アルを策定し、損害・損失等を最小限にとどめるための具体策を迅速に決定、実行

する。 

 

 (４）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

   1) 経営方針、経営戦略および経営計画 

取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するため、経営方針、経営戦

略および経営計画等当社の全取締役・社員が共有する目標を定め、担当の取締役は

その経営目標が予定通り進捗しているか取締役会において定期的に報告を行う。 

   2) 取締役会 

取締役会は原則として毎月１回開催し、経営及び業務執行に関する重要事項を決

定し、取締役の職務執行を監督する。 

   3) 職務権限・責任の明確化 

取締役会において各取締役の担当を決定するとともに、諸規程において各取締

役・社員の役割分担、権限、責任及び意思決定のルールを明確に定める。 

 

 (５）監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項 

監査役が職務の執行においてその職務を補助すべき使用人を要請した場合は、総務

担当取締役その他の関係者の意見も考慮して決定する。 
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 (６）監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性に関する事項 

監査役補助者の人事（異動、評価、懲戒処分等）を行う場合、総務担当取締役は事

前に監査役会の同意を得る。 

監査役は必要に応じ監査役補助者の人事について変更を申し入れることができる。 

 

 (７）取締役および使用人が監査役に報告するための体制その他監査役への報告に関する体

制 

   1) 監査役による重要会議への出席 

監査役は取締役会に出席し取締役から業務執行の状況その他重要事項の報告を受

ける他、その他重要会議へ出席することができる。 

   2) 取締役・社員による監査役への報告 

監査役は必要に応じ、いつでも取締役・社員に報告を求めることができる。 

取締役は会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実を発見したときは直ちに監

査役に報告を行う。 

 

 (８）その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

監査役は、会計監査人より監査計画を事前に受領するとともに、監査方針および監

査結果報告に係る意見交換を随時行うことができる。 
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貸 借 対 照 表 

    
(平成20年３月31日現在) 

(単位：千円) 

資   産   の   部 負   債   の   部 

科     目 金    額 科     目 金    額 

流 動 資 産  流 動 負 債  

現 金 預 金 748,081 支 払 手 形 1,531,518 

受 取 手 形 566,604 買 掛 金 477,655 

売 掛 金 2,629,361 短 期 借 入 金 202,500 

製 品 44,040 未 払 金 23,808 

仕 掛 品 1,337,104 未払法人税等 124,098 

材 料 貯 蔵 品 317,878 未 払 費 用 180,862 

預 け 金 800,000 前 受 金 123,663 

繰延税金資産 133,741 賞 与 引 当 金 147,500 

その他の流動資産 52,898 受注損失引当金 12,000 

貸 倒 引 当 金 △  9,700 その他の流動負債 18,127 

流動資産合計 6,620,009 流動負債合計 2,841,735 

  固 定 負 債  

  退職給付引当金 419,905 

固 定 資 産  役員退職引当金 63,970 

有 形 固 定 資 産  固定負債合計 483,876 

建 物 132,084 負 債 合 計 3,325,611 

構 築 物 26,696 純  資  産  の  部 

機 械 装 置 138,350 株 主 資 本  

車 両 運 搬 具 723 資 本 金 1,440,000 

工具器具備品 21,704 資 本 剰 余 金  

土 地 447,525 資 本 準 備 金 1,203,008 

計 767,084 資本剰余金合計 1,203,008 

  利 益 剰 余 金  

  利 益 準 備 金 141,600 

無 形 固 定 資 産  その他利益剰余金  

ソフトウェア 203 別 途積立金 625,000 

電 話 加 入 権 2,879 繰越利益剰余金 1,171,144 

計 3,082 その他利益剰余金合計 1,796,144 

  利益剰余金合計 1,937,744 

  自 己 株 式 △  40,358 

投資その他の資産  株主資本合計 4,540,394 

投資有価証券 232,164 評価・換算差額等  

繰延税金資産 188,340 その他有価証券評価差額金 12,227 

その他の投資 80,562 繰延ヘッジ損益 13,011 

計 501,067 評価・換算差額等合計 25,239 

固定資産合計 1,271,235 純 資 産 合 計 4,565,633 

資 産 合 計 7,891,244 負債・純資産合計 7,891,244 
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損 益 計 算 書 

     

(平成19年４月１日から平成20年３月31日まで)
(単位：千円) 

科        目 金          額 

売 上 高  7,817,536 

売 上 原 価  6,496,781 

売 上 総 利 益  1,320,755 

販売費及び一般管理費  804,542 

営 業 利 益  516,212 

営 業 外 収 益   

受取利息及び配当金 6,479  

有 価 証 券 利 息 4,962  

保 険 配 当 金 等 3,062  

その他の営業外収益 3,289 17,794 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 4,046  

固 定 資 産 処 分 損 582  

その他の営業外費用 119 4,748 

経 常 利 益  529,258 

税 引 前 当期純利益  529,258 

法人税、住民税及び事業税 215,610  

法 人 税 等 調 整 額 6,669 222,279 

当 期 純 利 益  306,978 
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株主資本等変動計算書 

     

(平成19年４月１日から平成20年３月31日まで) 
(単位：千円) 

株 主 資 本 

資 本 剰 余 金 項  目 
資  本  金 

資 本 準 備 金 資本剰余金合計 

平成19年３月31日残高 1,440,000 1,203,008 1,203,008 

当事業年度中の変動額  

剰 余 金 の 配 当 ― ― ― 

当 期 純 利 益 ― ― ― 

自己株式の取得 ― ― ― 

株主資本以外の項目の当事業 
年 度中の変動額（純額 ) 

― ― ― 

当 事 業 年 度 中 の 
変 動 額 合 計 

― ― ― 

平成20年３月31日残高 1,440,000 1,203,008 1,203,008 

 
(単位：千円) 

株 主 資 本 

利 益 剰 余 金 

その他利益剰余金 
項  目 

利益準備金
別途積立金

繰越利益
剰余金 

利益剰余金
合計 

自己株式
株主資本 
合計 

平成19年３月31日残高 141,600 625,000 965,845 1,732,445 △37,732 4,337,721 

当事業年度中の変動額  

剰 余 金 の 配 当 ― ― △101,679 △101,679 ― △101,679 

当 期 純 利 益 ― ― 306,978 306,978 ― 306,978 

自己株式の取得 ― ― ― ― △2,626 △2,626 

株主資本以外の項目の当事業 
年 度中の変動額（純額 ) 

― ― ― ― ― ― 

当 事 業 年 度 中 の 
変 動 額 合 計 

― ― 205,299 205,299 △2,626 202,672 

平成20年３月31日残高 141,600 625,000 1,171,144 1,937,744 △40,358 4,540,394 
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(単位：千円) 

評 価 ・ 換 算 差 額 等 
項  目 その他有価証券

評 価 差 額 金
繰延ヘッジ損益

評価・換算
差額等合計

純 資 産 合 計 

平成19年３月31日残高 30,087 ― 30,087 4,367,808 

当事業年度中の変動額  

剰 余 金 の 配 当 ― ― ― △101,679 

当 期 純 利 益 ― ― ― 306,978 

自己株式の取得 ― ― ― △2,626 

株主資本以外の項目の当事業 
年 度中の変動額（純額 ) 

△17,859 13,011 △4,847 △4,847 

当 事 業 年 度 中 の 
変 動 額 合 計 

△17,859 13,011 △4,847 197,824 

平成20年３月31日残高 12,227 13,011 25,239 4,565,633 
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個 別 注 記 表 

       
(重要な会計方針に係る事項に関する注記) 

１．資産の評価基準および評価方法 

 （１）たな卸資産 
区  分  評価基準  評価方法 

製品・仕掛品  原 価 基 準  個 別 法

材 料  原 価 基 準  移 動 平 均 法

貯 蔵 品  原 価 基 準  最終仕入原価法

 （２）有価証券 

 満期保有目的の債券は償却原価法（定額法）を採用しております。 

 その他有価証券で時価のあるものは期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差

額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用

しております。 

 

２．固定資産の減価償却の方法 

 （１）有形固定資産 

 定率法を採用しております。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建

物付属設備を除く）については、定額法を採用しております。 

(会計方針の変更) 

法人税法の改正（(所得税法等の一部を改正する法律 平成19年３月30日 法律第６

号）及び（法人税法施行令の一部を改正する政令 平成19年３月30日 政令第83

号)）に伴い、当事業年度より平成19年４月１日以降に取得したものについては、改

正後の法人税法に基づく方法に変更しております。なお、この変更に伴う営業利益、

経常利益及び税引前当期純利益に与える影響は軽微であります。 

(追加情報) 

当事業年度より、平成19年３月31日以前に取得した有形固定資産については、償却

可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間で均等償却する方法によっておりま

す。これに伴い、前事業年度と同一の方法によった場合と比べ、営業利益、経常利

益及び税引前当期純利益がそれぞれ11,567千円減少しております。 

 （２）無形固定資産 

 定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内に

おける利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。 

 

３．引当金の計上基準 

 （１）貸倒引当金 

 債権の貸倒れに備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上して

おります。 

 （２）賞与引当金 

 従業員に支給する賞与に充てるため、会社の支給見込額を計上しております。 

 （３）受注損失引当金 

 受注案件に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末における受注案件のうち、

損失の発生が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積ることができるものについ

て、その損失見込額を計上しております。 
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 （４）退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資

産の見込額に基づき、当事業年度末において発生していると認められる額を計上し

ております。会計基準変更時差異については、15年による按分額を費用処理してお

ります。未認識数理計算上の差異については、14年による按分額を費用処理してお

ります。 

 （５）役員退職引当金 

 役員の退職金の支出に備えて、役員退職慰労金内規に基づく当事業年度末要支給

額を計上しております。 

 

４．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

 （１）リース取引の処理方法 

 リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リ

ース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっており

ます。 

 （２）ヘッジ会計の方法 

 原則として繰延ヘッジ処理によっております。なお、振当処理の要件を満たして

いる為替予約については振当処理によることとしております。 

 （３）消費税等の処理方法 

 消費税等の会計処理は税抜方式によっております。 

 

(貸借対照表に関する注記) 

１．担保に供している資産及び担保に係る債務 

 （１）担保に供している資産 

 建物 97,669千円

 構築物 6,027千円

 機械装置 9,609千円

 土地 61,641千円

 計 174,948千円

 （２）担保に係る債務 

 短期借入金 60,000千円

 長期借入金 7,500千円

 (１年以内返済予定額を含む)

 計 67,500千円

 

２．有形固定資産の減価償却累計額 

 2,502,899千円

 

３．有形固定資産に係る国庫補助金等の受入による圧縮累計額は構築物17,442千円、機械装

置102,536千円、工具器具備品10,617千円であります。 
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４．関係会社に対する注記 

各科目に含まれている関係会社に対する残高は次のとおりであります。 

 受取手形 7,223千円 

 売掛金 7,056千円

 

(損益計算書に関する注記) 

 関係会社との取引 

  営業取引による取引高 

 売上高 35,773千円

 販売費及び一般管理費 48,606千円

 

(株主資本等変動計算書に関する注記) 

１．発行済株式に関する事項 
 

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末 

普通株式(株) 17,180,000 ― ― 17,180,000 

 

２．自己株式に関する事項 
 

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末 

普通株式(株) 233,453 9,155 ― 242,608 
 
(変動事由の概要) 

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

 単元未満株式の買取りによる増加 9,155株 

 

３．新株予約権等に関する事項 

  該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項 

 （１）配当金支払額 
 

決議 
株式の 
種類 

配当金の総額
(千円) 

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 

平成19年５月25日 
定例取締役会 

普通株式 101,679 6.00 平成19年３月31日 平成19年６月28日 

 

 （２）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 
 

決議 
株式の 
種類 
配当の原資

配当金の総額
(千円) 

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 

平成20年５月23日 
定例取締役会 

普通株式 利益剰余金 101,624 6.00 平成20年３月31日 平成20年６月26日 
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(税効果会計に関する注記) 

 繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

 繰延税金資産 

賞与引当金否認額 59,000千円

退職給付引当金否認額 167,962千円

ゴルフ会員権の評価損自己否認額 9,816千円

役員退職引当金否認額 25,588千円

試験研究費否認額 33,329千円

未払事業税他 41,411千円

繰延税金資産合計 337,107千円

 繰延税金負債 

その他有価証券評価差額金 △6,351千円

繰延ヘッジ損益 △8,674千円

繰延税金負債合計 △15,025千円

繰延税金資産の純額 322,081千円

 

(リースにより使用する固定資産に関する注記) 

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額および期末残高相当額 

 工具器具備品

取得価額相当額 113,175千円

減価償却累計額相当額 78,834千円

期末残高相当額 34,341千円
 
(注) 取得価額相当額は、未経過リース料期末残高が有形固定資産の期末残高等に占める割
合が低いため、支払利子込み法により算定しております。 

 

２．未経過リース料期末残高相当額 

１年以内 12,171千円

１年超 22,170千円

計 34,341千円
 
(注) 未経過リース料期末残高相当額は、未経過リース料期末残高が有形固定資産の期末残
高等に占める割合が低いため、支払利子込み法により算定しております。 

 

３．支払リース料および減価償却費相当額 

支払リース料 15,333千円

減価償却費相当額 15,333千円

 

４．減価償却費相当額の算定方法 

  リース期間を耐用年数とし残存価額を零とする定額法によっております。 
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(関連当事者に関する注記) 

１．親会社および法人主要株主等 
 

関係内容 
属性 

会社等 
の名称 

住所 
資本金
(千円)

事業の
内容

議決権等
の所有割合
(被所有
割合)(％)

役員の
兼任等

事業上
の関係

取引の
内容

取引金額
(千円)

科目 
期末残高 
(千円) 

受取手形 7,223 
その他の
関係会社

丸紅㈱ 
東京都 
千代田区 

262,685,965 総合商社
―

(37.63)
転籍２人
出向１人

業務協定
に基づく
営業情報
等のサー
ビス 

営業取引
圧縮機の
販売 

35,773
売掛金 7,056 

 
取引条件ないし取引条件の決定方法 

 １．圧縮機の販売については、価格その他の取引条件はその都度取決め、当社と関

連を有しない他の当事者と同様の条件によっています。取引条件に劣ることは

ありません。 

 ２．取引金額には消費税等を含んでおりませんが、期末残高には消費税等を含んで

おります。 

 

２．兄弟会社等 
 

関係内容 
属性 

会社等 
の名称 

住所 
資本金
(千円)

事業の
内容

議決権等
の所有割合
(被所有
割合)(％)

役員の
兼任等

事業上
の関係

取引の
内容

取引金額
(千円)

科目 
期末残高 
(千円) 

資金の運
用 

400,000 預け金 800,000 その他の
関係会社
の子会社

丸紅ファ
イナンス
㈱ 

東京都 
千代田区 

1,270,000

丸紅グル
ープに対
する貸付
業務 

―
(―)

― 資金取引
利息の受
取 

5,015 ― ― 

その他の
関係会社
の子会社

丸紅テク
ノシステ
ム㈱ 

東京都 
千代田区 

480,000
各種産業
向機器の
販売 

―
(―)

― 
当社製品
の販売

営業取引
圧縮機の
販売 

3,874 売掛金 718 

その他の
関係会社
の子会社

丸紅プロ
テックス
㈱ 

東京都 
新宿区 

495,000

環境関連
事業及び
設備の販
売 

―
(―)
兼任２名

当社製品
の販売

営業取引
圧縮機の
販売 

12,000 ― ― 

受取手形 146,354 その他の
関係会社
の子会社

丸紅テク
マテック
ス㈱ 

東京都 
千代田区 

480,000
特殊産業
用機械機
器卸売業

―
(―)
兼任２名

当社製品
の販売

営業取引
繊維機械
の販売

2,133,103
売掛金 444,202 

 
取引条件ないし取引条件の決定方法 

 １．資金の運用預入については、市場金利を勘案して基本契約に基づいて利率を取

決めております。 

 ２．圧縮機・繊維機械の販売については、価格その他の取引条件はその都度取決め、

当社と関連を有しない他の当事者と同様の条件によっています。取引条件に劣

ることはありません。 

 ３．取引金額には消費税等を含んでおりませんが、期末残高には消費税等を含んで

おります。 
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(１株当たり情報に関する注記) 

１株当たり純資産額 269円56銭

１株当たり当期純利益 18円12銭

 

(重要な後発事象に関する注記) 

  該当事項はありません。 
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会計監査人の監査報告書 謄本 
 
 

独立監査人の監査報告書 
   

平成20年４月24日 

株式会社 加 地 テ ッ ク 
 取 締 役 会  御中 

 

あ ず さ 監 査 法 人 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 日根野谷 正人 ㊞

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 黒 木 賢一郎 ㊞

 

 当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社加地

テックの平成19年４月１日から平成20年３月31日までの第75期事業年度の計算

書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注

記表並びにその附属明細書について監査を行った。この計算書類及びその附属

明細書の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から計算書

類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準

拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細

書に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めてい

る。監査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適

用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書

類及びその附属明細書の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監

査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

 

 当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般

に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附

属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に

表示しているものと認める。 

 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により

記載すべき利害関係はない。 

以  上 
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監査役会の監査報告書 謄本 
  

監 査 報 告 書 
 

 当監査役会は、平成19年４月１日から平成20年３月31日までの第75期事業年
度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、
審議のうえ、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。 
１．監査役および監査役会の監査の方法およびその内容 
監査役会は、監査役監査基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等を定
め、各監査役から監査の実施状況および結果について報告を受けるほか、取
締役等および会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要
に応じて説明を求めました。 
各監査役は、監査役会が定めた監査役監査基準に準拠し、監査の方針、職
務の分担等に従い、取締役、監査部その他の使用人等と意思疎通を図り、情
報の収集および監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な
会議に出席し、取締役および使用人等からその職務の執行状況について報告
を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社および
主要な事業所において業務および財産の状況を調査いたしました。また、取
締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制そ
の他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規
則第100条第１項および第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の
内容および当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）の状
況を監視および検証いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係
る事業報告およびその附属明細書について検討いたしました。 
さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施して
いるかを監視および検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況
について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人か
ら「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」(会社計算規
則第159条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」(平成17年10
月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応
じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類 
(貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書および個別注記表）およ
びその附属明細書について検討いたしました。 

 
２．監査の結果 
 1) 事業報告等の監査結果 
  一 事業報告およびその附属明細書は、法令および定款に従い、会社の状
況を正しく示しているものと認めます。 

  二 取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令もしくは定款に違
反する重大な事実は認められません。 

  三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めま
す。また、当該内部統制システムに関する取締役の職務の執行について
も、指摘すべき事項は認められません。 

 2) 計算書類およびその附属明細書の監査結果 
   会計監査人あずさ監査法人の監査の方法および結果は相当であると認め
ます。 

 
  平成20年４月25日 

 

株式会社加地テック監査役会 
 
常勤監査役 安 本 郁 夫 ㊞
監 査 役 藤 原 一 雄 ㊞
社外監査役 新 井 光 司 ㊞
社外監査役 上 野 正 夫 ㊞
  

 
以 上 




